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迷 い に 迷 っ た あ げ く の 選 択

くぼたつの手帳理論はここに完成をみた

そろそろ来年の手帳を決めるシーズンだ。小生馬鹿

というかなんというか、毎年この手帳が本屋さんに並ぶ

のを見ると心中おだやかでなくなる。「どれにしよう」と

思案に明け暮れる日々が始まるのである。ひどいときは

数冊の手帳をかたっぱしから買いあさって机の上に並

べ、あれこれと悩むこと1か月間というときもあった。手

帳というものが根っから好きなのかもしれない。

机の引出しを開けると、ここ10年間のくぼたつの手

帳使用動向がわかる。おもしろいことに、電子手帳と

アナログ手帳を半年おきぐらいに交互に使っているの

だ。アナログ手帳はポケットに突っ込んでおける、折

れ曲がっても平気、ひらめいたときにすぐアイデアをメ

モできる、図やイラストでも表現できる、なによりも万年

筆で書くあの感触がさらにアイデアを生み出す、という

のが利点だ。しかし、しばらくすると飽きるのだな、ア

ナログというやつは。

そこで電子手帳となる。電子手帳はかっこいいしー、

なんかハイテク使いこなすとすっごーく頭よくなったよう

に見られる気がするしー、エスパーつーか、少年のころ

見たハイテク腕時計を使いまくるスーパージェッターと

か、ハイテクカーを乗り回すジェームス・ボンドみたいな

自分になったその世界に酔いしれちゃうのだな。だが

電池切れとか電源入れても起動が遅いとか、文字入力

がややこしいとか、踏んづけて液晶モニターが壊れた

とかに直面すると、その陶酔も興ざめしてしまって、腹

いせにアナログが一番とかいって逆戻りする。

つまり、この繰り返しを僕は10年間やってきたわけで、

とどのつまり僕の手帳理論は“飽きないように使う”であ

る。電子だろうがアナログだろうが、長持ちしようがし

まいがなんでもいいのだ。「こいつはスッゲーアイデアだ」

と思いついたら、すぐに記録できるおもちゃを持ってい

ればよかったのだ。実際に、引出しの中の手帳を開け

てみると山ほどなにか書いてあるが、内容はたいした

ものじゃない。そのとき「宝だ！」と思って書いたアイデ

アもなんてことはない。舞い上がっていた自分が記憶の

なかにあるだけだ。しかしそれがおもしろいのである。

僕はアイデアを生きがいにしている仕事柄、それでいい

と思っている。

仕事の楽しみとは資料を貯めることではなく、新しい

考え方を次々に世に出すことだ。くぼたつの手帳理論

はここに完成をみるに至った。“手帳とは記録するため

のものではなく発想するためのもの”という考えに到達

したのだ。そこで、僕は来年の手帳をこう定義づける

ことにした。

①記録機能を捨て、アイデア発想の支援機能に特化

して使うこと。

ポストイットのように、メモはしばらくすると捨てる運

命にあるとしたい。アイデアは貯めるものではなく、生

鮮食品みたいに早いうちに加工して食す（世に出す）

ものなのだ。「アイデア管理とは即食べて血となり肉と

することなり」

②携帯性に優れていること。

アイデア発想重視の仕事では、どうしても五感を使っ

た情報収集が必要になる。成功する企画は自分の体

験をもとにある日突然ひらめく。体験をよりどころとする

仕事が企画であるからして、デスクにいるのでなく、外

をほっつき歩いている状態で情報管理ができるのが手

帳となる。

③情報力を重視する。

五感を満足させるようなおもしろいことが、いつ、どこ

で行われるのかを知る情報をいつでも入手できるほう

が楽しくなるに決まってる。こんなときは仲間からのメー

ル情報が楽しい。利害関係なしのおもしろ情報をリアル

タイムで知ることができるのがなによりもご機嫌なのだ。

かくして僕の来年の手帳は決まった。迷ったあげくの

一品とは？ ヒントは上の写真のなかにある。どうしても

答えを知りたい方は、下のURLにアクセスしてほしい。
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